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ご注意 
 

１．このソフトウェアの著作権は、Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ社にあります。 

２．このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全てを無断で使用、複製することはできません。 

３．ソフトウェアは、コンピュータ１台につき１セット購入が原則となっております。 

４．このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用可能です。 

５．このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任をおいかねますので

ご了承下さい。 
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 第１章 インストールの前に

 

１．インストールの前に 

 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｖｅｒ１．ｘ はＷｉｎｄｏｗｓ９８，ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０，Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００及びＷｉｎｄｏｗｓＸＰで動作しま

す。インストールする前にオペレーティングシステムの種別を確認下さい。 
 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｖｅｒ１．ｘ のインストールに必要な条件 
 
 オペレーティングシステム ： Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ ， ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０ ， Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ ， ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ 
 インストールディレクトリ容量 ： ２０ＭＢｙｔｅ 
 システムディレクトリ  ： ２ＭＢｙｔｅ 
 必要なメモリ容量  ： ターゲットの環境によります。 
 
 
Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｖｅｒ１．ｘ はプリンタポートを用いてターゲットボードとインターフェースを行います。使用するオ

ペレーティングシステムでプリンタポートを使用している場合は、競合を避けるために、プリンタポートを使用するドライ

バを無効にしてください。 
 
オペレーティングシステムにＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０及びＷｉｎｄｏｗｓ２０００を使用している場合、セットアップの終了後、専

用のプリンタポートアクセスドライバをインストールする必要があります。プリンタポートのリソース（Ｉ／Ｏアドレス）をあ

らかじめ調べておいて下さい。ドライバのセットアップで設定する必要があります。 
 
 
注意：デバイスドライバのインストールを行う為、管理者権限が必要となります。インストールは管理者権限をもつユー

ザーＩＤを用いて行って下さい。 
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 第２章 セットアップの実行

 

２．セットアップの実行 

２．１ プログラムのセットアップ 
 
以前のバージョンのＰｏｗｅｒＤｅｂｕｇｇｅｒが既にインストールされている場合は、コントロールパネルの『プログラムの追

加と削除』で既にインストールされているＰｏｗｅｒＤｅｂｕｇｇｅｒを削除してください。 
 
１． コンピュータのＣＤ－ＲＯＭドライブに Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｖｅｒ１．ｘ ＣＤを挿入するとＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒインス

トールウィザードが自動的に起動します。インストールウィザードが自動的に起動しない場合は、Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇ

ｇｅｒ Ｖｅｒ１．ｘ ＣＤのルートディレクトリにあるＳｅｔｕｐ．ｅｘｅを実行して下さい。 
 
２． ウィザード情報画面で ［次へ］ をクリックします。 
 
３． 次の画面で使用許諾契約書を読んでこれに同意した場合は ［はい］ をクリックします。 
 
４． 次の画面でインストール先のフォルダを指定します。表示されているフォルダ以外の場所へインストールする場合

は ［参照］ボタンをクリックし、フォルダを選択します。 
 
５． プログラムフォルダを選択します。新しいフォルダ名を入力するか、既存のフォルダリストから選択して下さい。［次

へ］ をクリックするとデータの転送が開始されます。 
 
６． ［完了］ボタンをクリックするとセットアップを終了します。 
 
Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ にインストールを行なった場合は、Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒを使用する準備が整いました。

３章 Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒの実行へすすんで下さい。 
 
注意：ＷｉｎｄｏｗｓＸＰへの更新インストール時は、システムの再起動が必要となります。 
 
ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０又はＷｉｎｄｏｗｓ２０００にインストールを行なった場合は、引き続きプリンタポートドライバ（ＰＤＰｏｒｔＩ

Ｏドライバ）のインストールを行なう必要があります。 
 
 
２．２ プリンタポートドライバのセットアップ（ＮＴ４．０の場合） 
 
ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０でのプリンタポートドライバ（ＰＤＰｏｒｔＩＯドライバ）のセットアップを以下に示します。 
プリンタポートのリソース（Ｉ／Ｏアドレス）をあらかじめ調べておいて下さい。（一般的なＰＣでは Ｂｉｏｓ 内で設定されま

す。） 
 
１． ［コントロールパネル］－［デバイス］で 『ｐａｒｒａｌｌｅｌ』 と 『ｐａｒｐｏｒｔ』 デバイスの状態が開始になっている場合は、

これらのデバイスを停止状態にします。（停止状態の場合は ４．に進みます。） 
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 第２章 セットアップの実行

 
 

ｐａｒｒａｌｌｅｌ デバイスを選択後、デバイスダイアログの［スタートアップ］ボタンをク２． リックし、［スタートアップの種類］

で 『手動』 を選択します。ｐａｒｐｏｒｔ デバイスも同様に 『手動』 を選択します 
 

 

． ホストマシンを再起動します。 

． ［インストールフォルダ］－［ＰＤＰｏｒｔＩＯ］のＰＤｐｏｒｔＩＯドライバセットアップを実行します。 

５． グの中のパラレルポートベースアドレスを

選択します。選択項目の中にない場合は直接アドレスを入力します。 

 
 
３

 
４

 
ＰＤｐｏｒｔＩＯドライバセットアップダイアログがオープンされます。ダイアロ
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 第２章 セットアップの実行

 
 

． ［ＯＫ］をクリックするとリセットの要求ダイアログが現れます。システムの再起動を行なうことにより、ＰＤｐｏｒｔＩＯドラ

 
． ［コントロールパネル］－［デバイス］の ＰＤＰｏｒｔＩＯデバイスが開始状態になっていれば、正常に動作しています。

Ｐｏｗｅｒ 

 

ｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０の環境でＰＣに既にＰＤＰｏｒｔＩＯドライバがインストールされている場合は、そのままＰＤｐ

、適当なディレクトリで解凍します。 
 
２．インストールフォルダの Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ を実行します。 

６

イバが有効となります。 

７

Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｖｅｒ１．ｘ の使用が可能となります。 

 
 
 
２．３ プリンタポートドライバの再セットアップ（ＮＴ４．０の場合） 
 
Ｗ

ｏｒｔＩＯドライバセットアップを実行してください。新しいドライバが上書きされます。 
 
１．ダウンロードしたＺＩＰファイルを解凍プログラムを用いて
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 第２章 セットアップの実行

 
３．ＰＤｐｏｒｔＩＯドライバセットアップダイアログがオープンされます。ダイアログの中のパラレルポートベース

アドレスを選択します。選択項目の中にない場合は直接アドレスを入力します。 

 
［ＯＫ］をクリックするとリセットの要求４． ダイアログが現れます。システムの再起動を行なうことにより、ＰＤ

イバが有効となります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６． が開始状態になっていれば、正常に動作し

ています。Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ の使用が可能となります。 
 

以上でＰＤＰｏｒｔＩＯドライバの設定は完了です。 

ｐｏｒｔＩＯドラ

  

～～～～～～～～～～～～

５．ホストマシンを再起動します。 

～～

  
［コントロールパネル］－［デバイス］の ＰＤＰｏｒｔＩＯデバイス
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 第２章 セットアップの実行

 
２．４ プリンタポートドライバのセットアップ（Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合） 
 
Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合は、コントロールパネルの『ハードウェアの追加と削除』から設定を行います。 
 
１． ［スタート］－［設定］－［コントロールパネル］を開きます。 
 
２． ハードウェアの追加と削除アイコンをクリックします。ハードウェアの追加と削除ウィザードが開始されます。 
   ［次へ（Ｎ） ＞］ をクリックします。 
 
３． ハードウェアに関する作業の選択 ： 『デバイスの追加／トラブルシューティング（Ａ）』 を選択し，［次へ（Ｎ） 

＞］ をクリックします。（次の画面までしばらく時間がかかります。） 

 
 
４． ハードウェアデバイスの選択 ： 『新しいデバイスの追加』 を選択し、［次へ（Ｎ） ＞］ をクリックします。 
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 第２章 セットアップの実行

 
５． 新しいハードウェアの検索 ： 『いいえ。一覧からハードウェアを選択します。（Ｏ）』 を選択し、［次へ（Ｎ） 

＞］ をクリックします。 

 
 

『？その他のデバイス』 を選択し、［次へ６． ハードウェアの種類 ： （Ｎ） ＞］ をクリックします。（次

の画面までしばらく時間がかかります。） 

７． デバイスドライバの選択 ： 

ｇｇｅｒ ＰｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒが表示

されたら［次へ（Ｎ） ＞］ をクリックします。 

 
 

［デイスクの使用（Ｈ）…］ をクリックし、インストールフォルダ下のＰＤＰｏｒｔＩ

Ｏ２Ｋフォルダを選択します。Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕ
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第２章 セットアップの実行
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 第２章 セットアップの実行

 
８． ハードウェアのインストールの開始 ： ハードウェアの追加と削除ウィザードの『デバイスの設定が検出されませ

んでした。このデバイスを使用するには、ハードウェアの設定をする必要が

あります。詳細については、このデバイスに同梱されているマニュアルを参

照してください。』 のダイアログが表示されます。ＯＫをクリックすると新し

いハードウェアの追加ウィザードのプロパティダイアログが表示されます。 

 
 
９． 新しいハードウェアの追加ウィザードのプロパティ 
リソースの設定に？が表示されるので、リソースの種類のＩ／Ｏ範囲を選択し、［設定の変更（Ｃ）…］をクリックします。 
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 第２章 セットアップの実行

 
１０． Ｉ／Ｏ範囲の編集 
プリンタポートに割り当てているＩ／Ｏアドレス（Ｂｉｏｓで設定されています）を入力します。値の範囲は４アドレスとなりま

す。［ＯＫ］ をクリックします。プリンタポートが設定されている場合、デバイスの競合を示すダイアログが表示されます。

［はい（Ｙ）］をクリックして次にすすみます。 
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 第２章 セットアップの実行

 
１１． 新しいハー

新しいハードウェアの追加ウィザードのプロパ

 
『変更不可の構成を作成しています』のダイアログが表示されるので ［はい（Ｙ）］をクリックして続行します。 

 
 

ドウェアの追加ウィザードのプロパティ 
ティダイアログに戻り、［ＯＫ］をクリックします。 
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 第２章 セットアップの実行

 
＞］ をクリックします。 １２． ハードウェアのインストール開始 ： ［次へ（Ｎ） 

 
１３． ハ 変更ダイアログが

す。『１０． Ｉ／Ｏ

、［いいえ（Ｎ）］

をクリックして作業をすすめます。デバイスの競合がなかった

 
 

 

 

ードウェアの追加と削除ウィザードの完了 ： ［完了］ をクリックします。システム設定の

表示され、再起動するかどうかを聞いてきま

範囲の編集』でデバイスの競合があった場合は

場合は、再起動することでドライバが使用可能となります。
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 第２章 セットアップの実行

 
１４． コントロールパネルのシステムアイコンをクリックしシステムのプロパティダイアログ－ハードウェアタブを開きま

 
 
１５． 『Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ ＰｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００』 をダブルクリックします。 
 

す。［デバイスマネージャ（Ｄ）…］ ボタンをクリックします。 
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 第２章 セットアップの実行

 
１６． 『Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ ＰｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒのプロパティ』のリソースタブの中の［手動構成（Ｓ）］をクリックします。 
 

 
１７． 自動設定のチェックボックスをチェックし、［ＯＫ］をクリックします。 
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 第２章 セットアップの実行

 
１８． 競合が発生している『プリンタポート（ＬＰＴｘ）』 をダブルクリックします。 

 
 
１９． 『プリンタポート（ＬＰＴｘ）のプロパティ』 ダイアログの 『リソース』 タブの中の［手動構成（Ｓ）］をクリックします。 
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 第２章 セットアップの実行

 
２０． 自動設定のチェックをはずした後、 『ＯＫ』 ボタンをクリックします。 

 
 

『変更不可の構成を作成しています』 のダイアログが表示されるので ［はい（Ｙ）］をクリックして続行します。 
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２１． 『システム設定の変更』 のダイアログが表示されるので ［はい（Ｙ）］をクリックして再起動します。 

 
 

コントロールパネルのシステムアイコンをクリックしシステムのプロパティダイアログ－ハードウェアタブを開きま

す。［デバイスマネージャ（Ｄ）…］ ボタンをクリックし

２２． 

ます。『Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ ＰｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒ』 のデバイス

の競合がなくなり、ドライバが使

 
プリンタポートは競合が発生しているため、プリンタの使用はできません。ＰＤＡ００１を使用するＬＰＴポートでプリンタ

 
※ ｇｅｒ ＰｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒ が正常に動

作しない場合があります。この場合、上図のように、プリンタポートドライバ（ＬＰＴｘ）を有効にし、デバイスの競合が発

生している状態で、Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ ＰｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒ を使用してください。 

以上でＰＤＰｏｒｔＩＯドライバの設定は完了です。 
 

用可能となります。 

 

※

を使用する場合は、『Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ ＰｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００』 を無効にして下さい。 

一部のＰＣでは、プリンタポートドライバ（ＬＰＴｘ）を無効にすると、Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇ
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２．５ プリンタポートドライバの再セットアップ（Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合） 
 
Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合は、コントロールパネルの『ハードウェアの追加と削除』から設定を行います。 
 
２． ［スタート］－［設定］－［コントロールパネル］を開きます。 
 
２． ハードウェアの追加と削除アイコンをクリックします。ハードウェアの追加と削除ウィザードが開始されます。 
   ［次へ（Ｎ） ＞］ をクリックします。 
 
３． ハードウェアに関する作業の選択 ： 『デバイスの削除／取り外し（Ｕ）』 を選択し，［次へ（Ｎ） ＞］ をクリックし

ます。 

 
 
４． 削除操作の選択 ： 『デバイスの削除（Ｕ）』 を選択し，［次へ（Ｎ） ＞］ をクリックします。 
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５． このコンピュータにインストールされているデバイスの選択 ： 
『Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ ＰＤｐｏｒｔＩＯ Ｄｒｉｖｅｒ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００』 を選択し、［次へ（Ｎ） ＞］ をクリしま

。 

 
６． デバイスの削除 ： 『はい、このデバイスを削除します（Ｙ）』 を選択し、［次へ（Ｎ） ＞］ をクリックしま

 

す

 

す。 
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７． ハードウェアの追加と削除ウィザードの完了ダイアログが表示されるので、［完了］をクリックします。 

 
 
８．これで、ドライバの削除が完了しました。次に新規にＰＤＰｏｒｔＩＯドライバをインストールします。新規ＰＤ

ＰｏｒｔＩＯドライバをインストールは 『２．４ プリンタポートドライバのセットアップ（Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００の場合）』を参

照下さい。 
 



 第３章 Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒの実行

 

３．Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒの実行 

 
［スタート］－［プログラム］－［Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ］－Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ を実行します。しばらくするとメインフレーム

ウィンドウが開きます。最初の状態では、プロジェクトの新規作成、及びオープンはできません。［ヘルプ］－［シリアル

ナンバー］のダイアログを開き、シリアル番号と認証ＩＤを入力して下さい。試供バージョンでの使用の場合はデフォルト

値で［ＯＫ］ボタンをクリックして下さい。これでプロジェクトの作成が可能となります。 
 

試供バージョンの

場 合 は オ ー ル

“０”のままＯＫを

クリックします。 

認証ＩＤを取得し

ている場合は、シ

リアル番号と認証

ＩＤを入力します。 

 
図３．１ シリアルナンバーダイアログ 
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デバッグソリューションズがここで提供する情報は、正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切

負いません。ここに記載される情報は、２００４年 9 月におけるものです。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終

的な確認はヘルプデスクにお問い合わせ下さい。 

 
 デバッグソリューションズ

Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 
Web http://www.debsol.com

E-Mail mail@debsol.com 
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